
































Resarch of drawing technique of Kamishibai（Ⅱ）
































































タイトル 脚本 画 発行日
１ 赤ヅキンチャン 大村　主計 日向マコト
1935（昭和10）年
４月15日
２ 花咲ぢぢい 高橋　五山 日向マコト
1935（昭和10）年
５月28日
３ 長靴をはいた猫 大村　主計 蛭田　三郎
1935（昭和10）年
６月28日
４ 金のさかな 大村　主計 日向マコト
1935（昭和10）年
７月23日
５ 大国主命と白兎 高橋　五山 高橋　五山
1936（昭和11）年
５月23日
６ トンマのトン熊 高橋　五山 高橋　五山
1936（昭和11）年
２月20日
７ 三匹の仔豚 高橋　五山 高橋　五山
1936（昭和11）年
１月30日
８ かぐや姫 高橋　五山 千地　　弘
1936（昭和11）年
８月31日
９ アリス物語前編 高橋　五山 日向マコト
1937（昭和12）年
10月20日






































































































































































1942（17） 『駐在日記』村の駐在さんの奮戦記 平野　直 由利聖吉
＜表－３＞戦時中の五山紙芝居
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　戦時中（1937〜45年）に、高橋五山が脚本・絵も手がけたものは、1939（昭和14）年『七匹
の小山羊』童話、1943（昭和18）年『ガンバレコスズメ』国策宣伝童話の２作になる。『ガン
バレコスズメ』は、軍事保護院・軍事援護会・日本少国民文化協会選定軍事援護紙芝居競演会
一等入選作品となっている。『メディアとしての紙芝居』には、筆者が現存を確認した作品の
みを挙げたという注意書きがある。17）
　それ以外に『紙芝居文化史』に、1940（昭和15）年、建国物語神武天皇さま（日本神話）の
記載があり、３作を確認することができた。
　『日本の幼稚園』では、戦中の五山について、「東京日々新聞社（現在の毎日新聞社）からの
国策紙芝居株式会社設立の依頼をきっぱりことわり、幼児の生活をあつかった『オベントウ』、
貼り絵・折り紙で作った幼児紙芝居『コトリノユメ』『コブタノケンカ』、『日本昔話をもとに
した『かみなり』などといった作品をこつこつと制作していった」18）と記述している。『コブ
タノケンカ』は、1971（昭和46）年ひよこシリーズ（作高橋五山・赤坂三好画）として出版さ
れている。
　『紙芝居の歴史』には、五山は、戦中期までに37巻の紙芝居を出版したことになっていると
書かれているが、大半は目録のみで未確認ということである。19）
　戦時中の紙芝居における全甲社出版数の割合は、『メディアとしての紙芝居』より拾い上げ
ると以下のようになる。
1943（18）
ウラシマ太郎（日本昔話）
鬼ノツリハシ（童話）
ネズミのヨメイリ（童話）
ガンバレコスズメ（国策宣伝童話）
☆おとなりさん（教育紙芝居研究会編集）
高橋五山
高橋五山
高橋五山
高橋五山
高橋五山
丘みどり
中川ハルオ
中川ハルオ
高橋五山
赤松俊子
1944（19）
金太郎の落下傘部隊（戦意高揚昔話）
☆ウチテシヤマム（決戦幼児文化紙芝居）切
抜き貼り絵
☆奴のつかい
高橋五山 青木末男
（出典：鈴木常勝『メディアとしての紙芝居』久山社　2005年）
☆印は、調べて加えたもの
1937（昭和12）年 １冊 内全甲社出版紙芝居１冊
1938（昭和13）年 ５冊 内全甲社出版紙芝居３冊
1939（昭和14）年 ５冊 内全甲社出版紙芝居３冊
1940（昭和15）年 ８冊 内全甲社出版紙芝居５冊
1941（昭和16）年 37冊 内全甲社出版紙芝居４冊
1942（昭和17）年 24冊 内全甲社出版紙芝居１冊
1943（昭和18）年 44冊 内全甲社出版紙芝居４冊
1944（昭和19）年 18冊 内全甲社出版紙芝居１冊
1945（昭和20）年 １冊 内全甲社出版紙芝居０冊
（出典：鈴木常勝『メディアとしての紙芝居』久山社　2005年）
（☆の数は、入れていない）
＜表－４＞戦時中の紙芝居における全甲社出版数の割合
– 259 –
紙芝居の描画技法の研究（第２報）
　左が戦時中に出版された紙芝居の数で右が全甲社出版の数である。戦中後半全国の紙芝居の
出版数は飛躍的に増えているが、全甲社出版数は増えていない。このことからも戦争に対する、
五山の考え方が推測できるだろう。
戦後の五山紙芝居
年　　号 題　　　　　名 画　家
1948（昭和23）年 てんからおだんご 高橋　五山
1949（昭和24）年
○と□と△ちゃん（1965年）
けんかだま（1983年、1984年）
ぶたのいつつご（1968年、1986年、1999年（第12刷）　
全甲社→ほるぷ出版
高橋　五山
高橋　五山
高橋　五山
1950（昭和25）年
こねこのちろちゃん
（紙芝居コンクールに手文部大臣賞を受賞）
高橋　五山
1951（昭和26）年 こねこのくろちゃん 高橋　五山
1952（昭和27）年
たわらのねずみがこめくってちゅう
よわむしちゃんこう
ふしぎのくにのアリスちゃん
おやつ　日本紙芝居幻灯
西原ひろし
小谷野半二
油野　誠一
青木　末男
1953（昭和28）年 おとなりさん 赤松　俊子
1955（昭和30）年 ほらふきやまぶし（紙上紙芝居） 伊久留朱明
1959（昭和34）年
ひとりでできるね
ひゃくまんびきのねこ（ガグ原作）
田代かんや
川本　哲夫
1960（昭和35）年
まいごのポスト　童心社
キンショキショキ（豊島興志雄原作）
センバ太郎
西原比呂志
1965（昭和40）年 ○と□と△ちゃん 瀬名恵子（はりえ）
1968（昭和43）年 ぶたのいつつご 高橋　五山
1971（昭和46）年
こぶたのけんか　―ひよこシリーズ作（2005年、2007年
28刷発行）
赤坂　三好
1973（昭和48）年 おべんとう（　987年　童心社） 林　　俊夫
1976（昭和51）年
ぶたのいつつご（童心社）
のみのかわでつくった王さまのながぐつ（イタリア民話）
（1986、2002、童心社）
てんからおだんご（原作・堀尾青史脚本）
瀬名恵子（はりえ）
岩崎ちひろ
金沢　佑光
1979（昭和54）年 ちびちゃん　―紙芝居傑作選／高橋五山集（童心社） 瀬名　恵子
1984（昭和59）年 けんかだま　―黄金期名作選 高橋　五山
1987（昭和62）年 したきりすずめ（童心社） 林　　俊夫
1997（平成９）年 おむすびころりん（童心社） 鈴木　寿雄
2000（平成12）年 てんからおだんご（原作・堀尾青史脚本） 川本　哲夫
2003（平成15）年 エメリヤンとたいこ（トルストイ原作　童心社） 小谷野半二
＜表－5＞
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　以上のものは、柳城大学図書館が所蔵しているリストや、紙芝居文化史等の書籍を調査した
ものである。系統立てたものがなかったので労力を要した。
『紙芝居創造と教育』20）に、作家堀尾青史と稲庭桂子が、五山の作品について対談した文が
掲載されている。それによると堀尾は五山を俳諧的と評し、稲庭は単純素朴な独特の世界であ
ると評している。またその対談のなかで、『てんからおだんご』が行方不明になっているとい
う話も出ている。
　1976（昭和51）年９月１日発行の『てんからおだんご』（原作）高橋五山、（脚本）堀尾青史、
（画）金沢佑光があり、その裏に「1948（昭和23）年　高橋五山が『てんからおだんご』をつ
くった」という堀尾青史の記載がある。従って現在使用されている作品は堀尾が行方不明になっ
ている作品を思い返して金沢に作らせたものではないかと推測している。その後、2000（平成
12）年『てんからおだんご』（原作・堀尾青史脚本・川本哲夫画）も出版されており、現在で
も『てんからおだんご』は購入することが出来るようになっている。
　おはなしが、＜はるの巻＞と、＜あきの巻＞の２種類書かれており、「春は原作どおり、秋
は脚色してある」と書かれている。
　筆者は、多くの紙芝居のなかから『てんからおだんご』をみつけたとき、不思議な気持ちが
した。あまりにも他の紙芝居と違うのである。他の多くの紙芝居が具象であるのに、この作品
は抽象画なのである。おばあさんの顔は、丸い紙に目を表す点がつけられている、または短い
線が付けられているのみ、すべて横顔なので、目は一つしかない。髪を表す線は一本付けられ
ている。体は円を中心で四等分した、櫛形を半分にした形。ござを表す四角形、丸い太陽、た
なびく細い雲。その中から、なぜか串が伸びてきて、団子がくるくると降りてくる…。本当に
シンプル極まりない構図なのだが、張ってある色紙がおそらく和紙で出来ていて、和紙特有の
毛羽立ちが画面の空気を動かしているようである。和紙なのでこのような色調になるのかも知
れないが、彩度を抑えた中間色をうまく組み合わせており、原色は殆ど使っていない。この構
図・色・動きは、多くの絵画を研究し、抽象絵画も知っている人でないとできないといえる。
まことに詩情豊かな美しい絵である。筆者は、この絵が五山の代表作のひとつであると考える。
　紙芝居裏面に、堀尾青史がこう書いている。「この作品は、遠いはるかな夢を見るような、
ほのかな、やさしい、あたたかい愛情がしっとりとながれていて、なんともいえぬしみじみと
したふんいきをもっています。これこそ高橋五山独特の世界です。しずかに、ゆっくりと子ど
もたちに見せてください。心のおく底へ銀のしずくのように流れおちてゆくことでしょう。」
　この紙芝居に関連があると思われるが、『おばあさんとぼたもち』という作品があることを
教育紙芝居研究会会報「紙芝居」第一回紙「与える紙芝居と創造性・自発性　高橋五山　1956
年８月25日」で発見することが出来た。五山が自ら書いたと思われる記事である。これが『て
んからおだんご』のもとになったのではないかと推測する。
　折紙や貼り絵の紙芝居は、現在では瀬名恵子が貼り絵で絵本や紙芝居を制作し、『ねないこ
だれだ』などとても愛らしい作品をたくさん世に送り出している。1976（昭和51）年『 ぶた
のいつつご』や、1965（昭和40）年『○と□と△ちゃん』が瀬名の画で再制作された。
　『ぶたのいつつご』は色紙を貼り付けた作品で、『○と□と△ちゃん』以上にシンプルな作品
である。同じ形に切られた色紙のピンクの豚がきれいに並んでいる。一匹づつクローズアップ
し、しっぽの違いを当てるように問う、参加型紙芝居の登場である。たいへんシンプルな幼児
向けの紙芝居であり、幸いなことに、学生に演じさせ鑑賞させる時間を持つことが出来た。見
ている全員が驚くほど夢中になり、紙芝居に集中し、楽しさを共有することができた。『ぶた
– 261 –
紙芝居の描画技法の研究（第２報）
のいつつご』の裏には、次の五山の解説がついていて、「この紙芝居は、「あてもの遊び」の興味
をかりて、幼児の注意の集中力、また、確かな記憶力を養うのに役立てようとするものです。」21）
解説の他にぶたの作り方まで描かれている。
　『てんからおだんご』『ぶたのいつつご』両方を学生に演じさせたが、『ぶたのいつつご』の
ほうがより盛り上がったように感じた。紙芝居を演じる順番や、準備（演じ方）にも関連した
のかもしれない。
五山の紙芝居論
　五山の紙芝居について考えを明らかにするために、五山自身が書いた文をいくつか調べてみ
た。ひとつは教育紙芝居研究会会報「紙芝居」に掲載されたもの、もうひとつは1959（昭和
34）年11月に紙芝居作家協会報「せいくらべ」に掲載された、自伝的短文「ででむし」である。
「ででむし」は、『日本の幼稚園』に紹介されている。
　教育紙芝居研究会会報「紙芝居」とは、教育紙芝居研究会が1950（昭和25）年11月に設立され、
機関誌「紙芝居研究」を発行したもので、「紙芝居研究」は、その後「会報紙芝居」と名を変えた。
この教育紙芝居研究会の常任委員に、五山は就いている。委員長は佐木秋夫とあり、事務局長
は稲庭桂子であった。教育紙芝居研究会は紙芝居幻燈（株）を併設し、紙芝居の出版事業を開
始した。その紙芝居幻燈（株）の社長が五山であった。その後「1956（昭和31）年５月日本紙
芝居幻燈（株）、資金繰りに困難を極め、発足以来63本の紙芝居作品を制作して、事実上営業
休眠状態に。11月倒産」22）
　機関誌「紙芝居」は、1956（昭和31）年７月創刊、編集人は稲庭恵子であった。８月に第２
号が出され次々と出版されたが、翌年1957（昭和32）年１月に６号を発行後、休刊状態が続い
た。10月に加古里子が編集人になり、７号を発行し、以後加古により1959（昭和34）年６月ま
で発行される。23）
　「会報紙芝居」第二回紙に「与える紙芝居と創造性・自発性　高橋五山」と題されたＡ３の
用紙１枚半をつかった文がある。その末尾には、1956年８月25日と記されている。第一回紙に
は、「絵にならない紙芝居脚本」があり、「絵にならない紙芝居脚本（つづき）」と題する文もあっ
たが、これは第三回ではないだろうか。
　なお柳城大学図書館蔵「会報紙芝居」は、手書きでガリ版刷りであった。24）
　「与える紙芝居と創造性・自発性」については、研究大会のテーマ“子どもの創造性と自発を
伸ばす紙芝居教育”に異を唱える書き出しで、「自分の紙芝居は、与えるもので、創造性とか自
発性引き出して、育てたり、伸ばすことは、美術教育や作文の会の仕事だと考えている」とい
うものであった。研究大会については「1956（昭和31）年８月19日、「教育紙芝居研究会」主
催「第１回紙芝居教育研究会」が東京の教育会館第２集会室にて開催され、学校教育のなかで
の紙芝居の活用の仕方や子供の創造性について討議」25）という文があり、そこで討議されたテー
マに対して、与える紙芝居をかくことが子どもの自発性や創造力を伸ばすことになるという五
山の考えを述べたものであろう。
　「紙芝居」1957年10月号には、事務所が紙芝居会館より、会員の高橋五山宅になったという
連絡が掲載され、自宅を事務所にして会報を出し続けていったことがわかる。このときの編集
人は加古里子だった。
　「ででむし」には、紙芝居の芸術化を目指した五山の心情がつづられていることをみること
ができる。
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４．まとめ
　五山は、紙芝居の芸術性を高めることをめざして奮闘したわけだが、その努力は、『てんか
らおだんご』や、『ぶたのいつつご』など素晴らしい作品の数々を生み出し、世に送り出し、
また後進も育てるといった成果を生み出し、充分に実を結んだといえる。また貼り絵紙芝居は、
誰もが作ることが出来るように考案されたということであるが、その単純化された形が抽象絵
画を彷彿とさせる。抽象絵画は、頭の中で創造力を膨らませる。レオ・レオーニの作った絵本『あ
おくんときいろちゃん』26）は、ちぎったまるだけなのに、あたかも生命を宿したもののよう
に飛び跳ねる。『大国主命と白兎』は、具象画風で1938（昭和13）年『○と△と□さん』にお
いて、変貌を遂げた。その後の『ぶたのいつつご』『てんからおだんご』と制作されるにあたり、
さらに抽象性を深めていったように思う。まるで抽象画家の変遷を見ているようである。筆者
は、今回の研究を通して、このような素晴らしい紙芝居に出会えたことを感謝している。紙芝
居制作は、絵を描くことに慣れていなければ、とても難しいと感じている。筆者も長年絵を描
いてきたが、一枚の絵より難しいと実は内心考えていた。しかしこのシンプルな紙芝居を見た
ことにより、あたらしい展望が開けたと思った。今後この経験を生かして学生指導や、教材制
作に取り組みたいと考えている。
　末尾になったが、五山の業績を顕彰して、その年に出版された全紙芝居のなかから優秀作に
与えられる、五山賞が1962年に設けられ現在も続いている。受賞作は『池にうかんだびわ』を
はじめ紙芝居の傑作が並んでいる。
　最後に、審査者に深謝いたします。
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